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共に生きて

　我が家には、共に生きて16年になる同居者がいる。

　もちろん生物ではあるが、人でも動物でもない。

　16年前に知人からいただいて以来、度重なる転勤に文

句も言わず黙って付き従ってくれた唯一の生物である。

　名前は、俗称「幸福の木」、正式には学名をDracaena 
fragrans cv. Massangeana と言う。原産地がギニアも

しくはエチオピア、リュウゼツラン科ドラセナ属の植

物である。観葉植物としてはもっともポピュラーな種

であり、ご存知の方が多いと思う。

　余談になるが、「幸福の木」と言う名前の由来につい

ては、「家の前にドラセナを置いておくと良い事があ

る」というハワイの言い伝えが起源のようである。

　なぜ、今回私がこの話題を取り上げたかと言うと、同

居者「幸福の木」が、今年６月末に花を着けたからである。

（右カラーページ）

　「幸福の木」はご存知でも、花をご覧になった方は少

ないのではあるまいか？

　実は、私がこの同居者「幸福の木」の花を見たのは、

今回ですでに３回目になる。この同居者は毎年花を着け

るわけではない。不思議なもので、同居者が花を着け

るのは、決まって大きな環境変化を伴う転勤の有った年

に限られているのである。環境変化のストレスに潰され

そうになっているときに限って、この同居者は花を着け、

夜な夜な官能的な香りを１週間ほど漂わせるのである。

　長年一緒に過ごしてきた私としては、同居者がタイ

ミングを計ったかのように咲かせてくれる花は、ストレ

スにあえぐ私に対する、強烈なエールのように思えて

ならない。冷静に生物学的に考えれば、人間の都合で

転勤に無理やり付き合わされた植物としても大きな環

境ストレスに晒される筈であり、生死の瀬戸際と感じ

た場合には次世代につなぐために、開花と言う生殖行

動に打って出るのも当然かもしれない。とは言いなが

らも、安酒をちびりとやりながらこの同居者を眺めてい

ると、妙に愛おしく感じる今日この頃である。　（M.H.記）

ホームページ http://www.nippon-soda.co.jp/nougyo/
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編　集　後　記

◆平成21農年は、トップジン剤上市40周年を迎えます。

そこで本号は、「トップジン40周年特集号」とし、トッ

プジンMのタイムリーな話題や、重要病害に対する

基幹剤としての有用性について、各方面からご寄稿

いただきました。また、農薬時代178号以降に掲載

されたトップジン関連の記事について一覧を掲載さ

せていただきました。

　皆様のご参考にしていただければ幸いです。

◆本号より紙面をA4としました。新聞や単行本も最

近は、文字も大きく見やすくなっていますが、小誌

も見やすく感じていただけたでしょうか。今後も よ

り分かりやすく、より見やすくなるように心掛けた

いと思います。また、これまでの全ての記事をDVD

に収録しましたので、ご活用いただければ幸いです。

◆今年も天変地異が各地で猛威を奮い、被害の大きさ

に心が痛みます。被災地の皆様のご心痛お察し申し

上げます。また、心よりお見舞い申し上げます。そ

して、一日も早い復旧をお祈り致します。 （濱村）


